
２
０
２
３
年
度
も
引
き

続
き
、
青
年
部
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
河
合
で
す
。

２
０
２
２
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、

青
年
部
は
学
習
会
を
２
回

と
レ
ク
を
２
回
開
催
し
、

皆
さ
ん
に
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
レ
ク
事
業
を

中
心
に
各
種
事
業
に
つ
い

て
工
夫
し
て
取
り
組
み
、

皆
さ
ん
が
「
仲
間
づ
く
り
」

で
き
る
場
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
給
与
に
つ
い

て
は
、
国
家
公
務
員
に
対

す
る
人
事
院
勧
告
の
内
容

と
、
本
県
の
民
間
給
与
の

状
況
を
把
握
し
た
上
で
、

県
人
事
委
員
会
が
行
う
人

事
委
員
会
勧
告
の
影
響
を

大
き
く
受
け
ま
す
。

県
人
事
委
員
会
は
、
10

月
11
日
に
、
本
県
職
員
の

月
例
給
と
ボ
ー
ナ
ス
を
と

も
に
引
き
上
げ
る
よ
う
勧

告
し
、
月
例
給
に
つ
い
て

は
、｢

初
任
給
及
び
若
年
層

の
み
に
配
分
す
る｣

よ
う
言

及
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ナ
ス
に
つ
い
て
は
、

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を

「
０
・
１
月
分
」
引
き
上

げ
る
よ
う
言
及
し
ま
し
た
。

勧
告
を
受
け
て
、
組
合

は
、
10
月
20
日
に
開
催
し

た
中
央
委
員
会
で
「
賃
金

確
定
要
求
」
を
決
定
。
10

月
27
日
に
知
事
に
要
求
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
賃
金
確
定
交

渉
を
行
い
、
若
年
層
職
員

に
つ
い
て
は
、｢

月
例
給
は

４
月
に
遡
及
し
て
、
ボ
ー

ナ
ス
は
６
月
に
遡
及
し
て

改
定
す
る｣

と
い
う
最
終
回

答
を
得
ま
し
た
。

現
在
、
開
会
中
の
議
会

で
給
与
改
定
が
決
定
さ
れ

れ
ば
、
差
額
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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12
月
２
日
（
金
）
に
、
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
で
、

県
職
連
合
第
17
回
青
年
部
定
期
大
会
を
開
催
し
、
２

０
２
２
年
度
の
取
り
組
み
の
総
括
を
行
い
、
２
０
２

３
年
度
の
活
動
方
針
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
は
、
引
き
続
き
河
合
部
長
と
各
役

員
を
中
心
に
、
青
年
部
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
な
っ
て
活
動
を
進
め
ま
す
。



青
年
部
は
毎
年
、
青
年
組
合
員
同
士
が
交

流
で
き
る
よ
う
に
、｢

秋
季
レ
ク
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
27
日
（
日
）

に
博
物
館
明
治
村
に
お
い
て
、｢

明
治
村
版

リ
ア
ル
人
生
ゲ
ー
ム
」
を
行
い
ま
し
た
。

24
名
の
青
年
組
合
員
が
参
加
し
、
７
チ
ー

ム
で
競
い
合
い
な
が
ら
交
流
を
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
人
生
ゲ
ー
ム

で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
上

で
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
ク

リ
ア
し
な
が
ら
最
終
的

に
稼
い
だ
金
額
で
競
い

合
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
「
謎
解
き
」
や
「
俳
句
作

り｣
｢

ク
イ
ズ
」
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
力
を
合
わ
せ
て
ク
リ
ア

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、｢

自
宅
」
や
「
ウ

サ
ギ
！
？｣

な
ど
を
買
っ
た

り
、｢

宝
く
じ
」
的
な
も
の

が
あ
っ
た
り
、
楽
し
い
要
素

が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
果
発
表
後
、
１
位
か

ら
３
位
の
グ
ル
ー
プ
に
明

治
村
ら
し
い
賞
品
を
授
与
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
気

持
ち
よ
く
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

青
年
部
は
、
毎
年
秋
に
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事

業
」
を
行
い
、
青
年
組
合
員
に
交
流
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
11
月
12
日
（
土
）

に
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
に
お
い
て
、

｢

陶
芸
体
験
」
と
学
芸
員
の
解
説
付

き
の
「
陶
磁
美
術
館
見
学
」
を
行

い
ま
し
た
。

13
名
の
青
年
組
合
員
が
参
加
し
、

陶
磁
美
術
館
の
常
設
展
で
、
愛
知
県
に
関
係
す
る

陶
磁
器
な
ど
に
つ
い
て
鑑
賞
し
た
後
、
陶
芸
館
に

移
動
し
て
、
陶
芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

指
導
員
か
ら
簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、

参
加
者
は
思
い
思
い
に
土
を
こ
ね
、
形
を

作
り
、
ろ
く
ろ
を
ま
わ
し
て
自
分
だ
け
の
作

品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

全
員
が
作
品
を
完
成
さ
せ
た
後
、
記
念
に

参
加
者
全
員
で
パ
シ
ャ
リ
！

体
験
を
行
っ
た
日
は
秋

晴
れ
で
、
申
込
者
全
員
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者

と
交
流
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
ろ
く
ろ
を

ま
わ
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
作
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

「
愛
着
を
も
っ
て
使
っ
て
も
ら
え
る

と
い
い
な
♪
」
と
思
い
ま
す
。

2022年度は夏季レク以外の全てのレ
クや学習会を開催することができまし
た。
2023年度も引き続き皆さんが交流で

きる事業を企画していきます
ので期待してお待ちください！

青
年
部
は
２
０
２
２
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
も
の
の
、
青
年
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
交
流
の
一
助
に
な
れ
ば
と
学
習
会
と
レ

ク
を
そ
れ
ぞ
れ
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

学
習
会
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
取
り
上
げ
ま
し

た
の
で
、
今
号
で
は
、
「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
事
業
」

と
「
秋
季
レ
ク
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
開
催
時
期
や
開
催
方
法
を
工
夫
し
て
、

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
に
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。


